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急性単純性膀胱炎10例,急 性単純性腎孟腎炎1例,慢 性複雑性尿路感染症19例 に対 して,

ME1207を1日 量300～600mg,3～5日 間経 口投与 し,次 の成績 を得た。

1) UTI薬 効 評価基準判定に よる総合有効率は,急 性単純性尿路感染症で100%,慢 性 複雑性

尿路感染症で74%で あ った。

2) 菌 消失率は,急 性.単純性尿路感染症 で100%,慢 性複雑性尿路感染症で88%で あ った.

3) 自他 覚的副作用は1例 も認めなかった。臨床検査値では1血清ビ リル ビン値の軽度かつ一過

性の上昇が1例 に認め られた。
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ME 1207は 新 しく合成 されたエ ステル型経 ロセフ

ェム剤である。本剤はグラム陽性菌,グ ラム陰性菌に

広範囲の抗菌スペ ク トル を有 し,特 にStaphylococcus

aureus,StaPhylococcus epidermidisに 対 しては既存の

経ロゼフェム剤 と比較 して優れた抗菌 力を示 し,β-

lactamaseに 対 して も安定 である1).今 回 われわれは,

泌尿器科領域の急性 単純性尿路感染症 と慢性複雑性尿

路感染症 とに本剤 を投与 して臨床効果および副作用を

検討 したので報告する。

対象患者は1989年8月 から1990年3月 までに徳島

大学医学部附属病院泌尿器科 および当科関連施設で治

療を受け治験の同意の得 られた30例(急 性単純性膀胱

炎10例,急 性単純性腎孟腎炎1例,慢 性複雑性膀胱炎

15例,慢 性複雑性腎孟腎炎4例;24歳 ～82歳 平均年

齢59歳)と した。慢性複雑性尿路感染症患者の主たる

基礎疾患は,神 経因性膀胱12例,腎 結石2例,そ の他

が5例 であった。全例 カテー テル非留 置例 で,外 来患

者25例,入 院患者5例 であった。本剤投与直前に化学

療法が施行 されていた症例は2例 のみであった。本剤

の投与方法は原則として,急 性単純性尿路感染症 では

本剤100mgを1日3回,3日 間 とし,慢 性複雑性尿路

感染症では100～200mgを1日3回,5日 間 経口投与

とした。本剤の薬効に影響 を与える他の薬剤や処置の

併用は行わなか った。総合臨床効果はUTI薬 効 評価基

準(第3版)2)に 従 い判定 し,自 他覚的症状,膿 尿 細

菌尿の推移か ら,著 効,有 効,や や有効,無 効の4段

階評価による主治医独 自の判定 も併せて行った。安全

性については,本 剤投与中および投与後の自他覚的副

作用 と投与前後の臨床検査値(末 梢血,肝 機能,腎 機

能等)の 異常変動によ り検討 を行 った。

急性単純性尿路感染症11例 の臨床成績 をTable1

に示 した。急性単純性腎孟腎炎の1例 は,主 治医判定

は著効,UTI薬 効評価基準判定では有効であった。急

性単純性膀胱炎10例 の主治医判定は,著 効9例,有 効

1例 で有効率は100%,UTI薬 効評価基準判定では著

効9例,有 効1例 で 有 効 率 は100%で あ っ た

(Table2)。 本 剤 投 与 前 に 検 出 され たEscherichia

coli 7株 を主 とする8菌 種15株 は全株が消失 し,投 与

後出現菌は認めなかった(Table 3)。 慢 性複雑性尿路

感染症19例 の臨床成績をTable4に 示 した。主治医判

定では著効14例,有 効1例,や や有効1例,無 効3例

で有効率は79%で あ った。UTI薬 効 評価基準判定で

は,著 効11例,有 効3例,無 効5例 で総合有効率は74

%で あった(Table5)。UTI疾 患病態群別総合有効率

では,単 独感染群で75%(16例 中,著 効9例,有 効3

例,無 効4例),複 数 菌感染群では著効2例,無 効1例

* 〒770徳 島県徳島市蔵本町2-50-1



788
CHEMOTHERAPY

APR. 1992

Table 1. Clinical summary of uncomplicated UTI patients treated with ME1207

AUP: acute uncomplicated pyebnephritis

AUC: acute uncomplicated cystitis
*** : overall days of treatment

*
 before treatment

after treatment
**•UTI: criteria proposed by the UTi Committee

Dr: Dr's evaluation
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Table 2. Overall clinical efficacy of ME1207 in acute uncomplicated cystitis

Bacteriological response

*  regardless of bacterial count

Table 3. Bacteriological response to ME1207 in acute uncomplicated cystitis

* : regardless of bacterial count
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Table 4. Clinical summary of complicated UTI patients treated with ME1207

CCP: Chronic complicated PyeIoncphritis

CCC: chronic complicated cystitis

VUR: vesicoureteral reflux

CNS: c0agulase negative staphylococcus

GNF GNR: glucose-nonfermenting gram negative rod

ND: not done

* before treatment

after treatment

** U TI: criteria proposed by the Japanese UTI Committee

Dr Dr's evaluation
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Table 5. Overall clinical efficacy of ME1207 in complicated UTI

Bacteriological response

* regardless of bacterial count

Table 6. Overall clinical efficacy of ME1207 classified by the type of infection
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Table 7. Bacteriological response to ME1207 in complicated UTI

CNS: coagulase negative staphylococcus *regardless of bacterial count

Table 8. Strains* appearing after ME1207 treatment in

complicated UTI

*: regardless of bacterial count

CNS: coagulase negative staphylococcus

GNF-GNR: glucose-nonfermenting gram negative rod
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Table 9. Relation between MIC and bacteriological response to ME1207 treatment in UTI

No. of strains eradicated/no. of strains isolated
CNS: coagulase-negative staphylococcus

であ っ た(Table6)。 外 来 患 者14例 中2例(14%),

入院 患者5例(症 例No.17～21)中3例 が 無 効 で あ っ

た。投 与 前 にEcolig株 を主 とす る12菌 種24株 が 検

出 され, Enterococcus faecalis, Enterobacter cloacae,

Xanthomonas maltophilia がそれぞれ1株 残存 したた

め,菌 消 失 率 は88%で あ っ た(Table7)。 投 与 後 と呂現

菌は,グ ラム 陽 性 菌 が4菌 種5株,ブ ドウ糖 非 発 酵 グ

ラム 陰性 桿 菌 が4株 認 め ら れ,そ の 症 例 頻 度 は26%(5

例/19例)で,全 例 入 院 症 例 で あ っ た(Table8)。MIC

は投 与 前検 出 菌40株 中39株 で 測 定 され,12.5μg/ml

以 下 の31株(79%)の 菌 消 失 率 は100%で あ っ た 。 最

も多 く検 出 さ れ たE60liのMICはo.20μg/mlか ら

6.25μg/mlに 分 布 し全 株 消 失 し て い た が,17株 中!4

株(82%)は0.39μg/ml以 下 の 高 い 感 受 性 で あ っ た ・

E.faecalis 4株 のMICは200μg/mlか ら400μg/ml

に分 布 して お り,400μg/mlの1株 以 外 が 消 失 し た.残

存 し たEcloacaeとX.malto卿i/iaのMICは そ れ ぞ

れ50μg/ml,>400μg/mlで あ っ た(Table 9)。 投 与

後 出現 菌 のMICは,Pseudomonas acidovormsの0.

10μg/ml以 外 は12 .5μg/mlか ら>400μg/mlに 分

布 して い た 。 本 剤 投 与 中 お よ び 投 与 後 の 自他 覚 的 副 作

用は全例に認められなかった。本剤投与後の臨床検査

値の異常変動は,Ifll清 ビ リルビン値の軽度かつ 一過性

の上昇が1例 に認められたが,臨 床的には問題にはな

らなかった。

本剤は E. coli, S. epidcrmidis, Kiebsiella, Proteus

に強い抗菌力を示すことか ら,急 性単純性膀胱炎には

有用な薬剤 と言える.ま た,今 回の検討症例の ように

カテー テル非留置の比較的軽度な尿路の基礎疾患を有

する外来患者で,直 前に化学療法の行われていない症

例 では,本 剤が有効な菌種が検出される頻度が高いた

め有用な例が多い と考えられた。 しか し,入 院患者で

は無効例の頻度が高 く,投 与後出現菌には本剤の抗菌

力の弱いE.faeca/i5や ブ ドウ糖非発酵 グラム陰性桿

菌が 多く認め られたことから,症 例の選択には注意が

必要 と思われた。
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We evaluated the clinical efficacy and safety of ME 1207 for the treatment of urinary tract
infections (UTI) . ME 1207 was administered orally at a daily dose of 300-600 mg to 30 patients for
3-5 days. The following results were obtained

1) According to the criteria proposed by the Japanese UTI Committee, the overall efficacy rate
was 100 % in 11 patients with acute uncomplicated UTI and 74 % in 19 patients with chronic
complicated UTI.

2) Bacteriologically, all of the 16 strains isolated in acute uncomplicated UTI and 21(88 %) of the
24 strains isolated in chronic complicated UTI were eradicated.

3) No subjective side effects were observed. Laboratory studies revealed mild elevation of the
serum bilirubin level in one patient.


